
神奈川県では約110万頭の鶏が飼養されています。
彼らのいのちを病気から守るために、

ご協力をお願いします。

鶏を飼養する農場の皆様へ

農場内の緊急消毒をお願いします

県は家畜伝染病予防法に基づく緊急消毒を公示しました。
農場・鶏舎等の周囲、農場入口等について速やかに消毒を実施してください。

シーズン中は定期的に消石灰の散布等による消毒をお願いします。

神奈川県県央家畜保健衛生所 046-238-9111
神奈川県湘南家畜保健衛生所 0463-58-0152

○消石灰の散布方法
○鶏舎周囲と飼養衛生管理区域の境界に消石灰を散布してください。

○散布量の目安は、1㎡当たり0.5～1.0kg（2m幅の場合、1袋で約10～20m）です。

○消石灰は強アルカリ性のため、マスク・手袋等を着用して散布してください。

○立地等の理由で、消石灰を

散布できない場合は、液体の

消毒薬の散布を行う等の対応を

お願いします。

○粉の消石灰は、地面に落ちた野鳥の糞便等のウイルスを死滅させるには

適していますが、付着した病原体を死滅させるまでには長時間を要します。

○短時間での効果はないので、タイヤや長靴の消毒を行うことには適しません。

病原体の持ち込みを防ぐために、踏み込み消毒槽や車両消毒には、液体の

消毒薬を用いましょう。

○消石灰は、繰り返し雨や水に濡れてしまうと、消毒効果がなくなります。

定期的に散布し直すことが必要です。

○消石灰の消毒効果



鶏を飼養する農場の皆様へ

飼養衛生管理の再徹底をお願いします

○早期発見・早期通報の徹底

○鶏舎の防鳥ネットの隙間及び破損個所の確認及び修繕

○堆肥舎及び飼料保管庫等の防鳥ネットの設置

○農場専用の衣服及び靴の使用

○家きん舎ごとの専用の靴の使用

○農場入口及び家きん舎出入口付近での手指消毒

○集卵・集糞ベルトの家きん舎外への開口部の隙間の

確認と対策

○靴等の洗浄消毒 ※踏込消毒槽は消石灰より即効性の

ある液体消毒薬を使用しましょう。

○ネズミ対策

○衛生管理区域の出入りの際の車両消毒

○農場及び家きん舎周辺の整理整頓及び消毒

※小動物の隠れ場所をなくしましょう

○家きん舎周囲の樹木の剪定及び消石灰散布等の

消毒の徹底

神奈川県畜産課のページも定期的にご覧ください。

※下のコードか、神奈川県トップページから、ホーム > 産業・働く > 業種別情報 > 畜産業 > 

鳥インフルエンザ情報（鶏等の家きん飼養者の方へ）よりアクセスしてください。


